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幼児の 肥満 と親の 体格

一 台湾の 幼児 を中心に一
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　　　　　　　　　 は じめ に

　台湾行政院衛生署 の 統計に よ る と，2002年 に台湾 に

おける 19− 44歳の 成人 男 子 の 27．2％，女子の 21．　70／o

が過体重 か肥満 で ある 。 台北市で は，2002 年 を 「健康

シテ ィ
ー

元 年」 と して 宣言 した。市民の 努力 に よ っ て，

「台 北市市民 体重 コ ン トm 一ル コ ン テ ス トj を 通 し，

合計 100 トン の 脂肪 を 減 らす こ とを狙 っ て い た。また，

7 〜 18歳の 子 ど もの 肥満率 は 20％ に迫 っ て い るの で ，

台北市教育局 で は，小 学校 に 「痩身班 」 を置い て い る。

衛生局 では，小中学校 の 給食 に 「ヘ ル シ
ー

弁当」を支給

す る試 み を して い る。

　 「ロ
ー

マ は
一

日に し て 成らず」，学童期 以 降の 肥満

児が多い 現状か ら，すで に 乳幼児期 に太 っ て い た 子 ど

もが，幼児期を通 して ，そ の まま児童期に至 るケース が

少なくない と思 われ る。しか し，台湾に おける幼児 の 肥

満に 関する研究 は極 め て 少なく，幼児肥満 の 実態 は ほ

とん ど把握 され て い な い
。 台 北市の 健康 シ テ ィ

ー
計画

にお い て，「体重 コ ン テ ス ト」，「痩身班」 ，
「ヘ ル シ

ー

弁 当」など，い ずれ も幼稚園児は 対象外で あ り，幼児 の

肥満は 見逃され やす い。本研 究 は幼稚 園 児を調 べ ，幼

児肥満 の 実態を明 らか に した い 。

　肥満 にお ける親子 の 関係 に つ い て ，ア メ リカで の 10

州の 栄養調査で ，両親 と も肥 満の 子 どもが 80％，片親

肥満 の 場合 40°

／o が 太 っ て い る。一
方，両親が太 っ て い

ない 子 ど もの 肥 満率は 20％ しか ない 。本研究は，台湾

の 幼児を 中心 に 両親 の 身長，体重を調べ ，親子体格 の

関連 を説明 し た い 。

　　　　　　　　　　　方法

　2002年 8月 に台北市 の 私 立幼稚園 7 園に在園 した 3
− 6歳幼稚園児 609名を対象に した 。 子 ど もの 身長，

体重は，実測 して記 入 す る こ とに した。親の 身長，体

重 につ い て は ， 各園を通 して 質問 紙 を配 布 した。質問

紙 の 回収率 は 69．95％ で あ っ た。

　ス ク リーニ ン グ基準で は，子 ど もの 場合，BMI （body

mass 　index，体格指数） 18 以 上を 「肥 満傾向児」，14

以 上 18未満を 「普通 児」，14 未満を 「痩せ 気味児」 と

した。大人 の 場合，BMI≧26．4 を肥満，24．2≦BMI〈 26．4・

を過体重，BMI く 24．2 を非肥満 と した。

結果

　　BM 夏につ い て は ，3− 6歳 の 女児 は それ ぞれ 15．10，

16，27，16．68，15．79 で
，男児は そ れ ぞ れ 16．20、15．78，

16．82，16．27で あ っ た。男女児とも，5 歳の 時点 で最

高値を 示 した。「肥 満傾向児」 に お い て ，女児 31 名，

男児 36 名 で あ っ たの で，肥満率は女児 15．7°

／・ ，男児

15．8％ となっ た。また，「肥 満傾向児」の BMI 平均 は，

女児 20．19 ，男児 20．04で，い ず れ も 20 を超え，肥満

児なみ の 値だ っ た。

　肥満幼児の身長の 特徴につ い て，女児の 場合t3 歳

児だけ，厂肥満傾向児」 の 身長 〔93．5cm）が，全体の

身長 （100．2〔  m ）を下回 っ た 。 他 の 年齢に お い て は，

「肥満傾向児」 の 方が，全体 よ りも高 か っ た 。 男児の

場合，い ず れ の 年齢層に お い て も，「肥満傾向児 」の 方

が，全体よ り高 か っ た 。

　肥 満児を持つ 親 の 体格特徴 を検討す るた め に，まず

「肥満傾向児」，「普通 児」，「痩せ 気味児」 にお け る親

の 身長 ， 体重，BM
’
［ の 平 均 を算 出 し，分散分析を行 っ

た 。父 親 の 身長 は そ れ ぞ れ 170，98cm ，17LO2cm ，

17L24cm ，そ の F 値は O．　D29 （df…2／413），母親 の 身

長は そ れぞれ 159．12cm，159．21cm，159．68cm，そ の F

値は 0，169 で，い ずれも有意が 見 られ な か っ た。一方，

父親の 体重 はそ れ ぞれ 73．91kg，70．57kg，6722kg ，

そ の F値は 4．94 （df＝2f407）， 母親の 体重はそれぞれ

56．15kg，52．93kg，52．26kg，そ の F値 は 6，575 （df；

2／41D で ，
い ずれも 1％で 有意で あ っ た 。 父 親 の BMI

はそれぞれ 25．3e，24．　11，22．85，そ の F 値は 6．915

（df＝21407）、1
°
／・ で 有意で あ り，母親の BMI は それぞ

れ 22，18， 20．87，20．50，その F 値は 8．303（df＝2！410），

0．1％で 有意で あ っ た
。

　次 に，両親 の 体重 と BMI 平均の 有意差検定 を SPSS

の 多重 比較 で あ る BQnferroni法で 行 っ た。そ の 結果，

両親 の 体重、BMI は，肥 満傾向児 〉 普通児 〉 痩せ 気味

児，とい う結果が 得 られ た．体重 にお い て，父親 で は，

痩せ 気味児
一肥満傾向児 の 間 に差が認められたが，肥

満傾向児
一

普通児 普通 児
一

痩 せ 気味児 の 間に 差が 見

られ なか っ た。母親 で は，肥満傾向児一普通児 ， 痩せ

気味児
一

肥 満傾向児の 間に 差が 認 め られ た が ， 普通児

一痩せ 気 味児の 間に差 が 見られ なか っ た。BMI に お い

て，両親 とも，肥満傾向児一普通児 ， 痩せ 気味児
一

肥

満傾向児 の 間に 差が認 め られ た が，普通児
一

痩せ 気 味

児 の 問 に 差 が 見 られなか っ た 。
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　親 の 肥満率を 求め るた め に，3 群に お け る親 を 「両

親非肥 満 」，「片親過体重」，「両親過体重」，「片親肥満」，

「両親肥満 」 に分け，X2検定を行 っ た。そ の X2値 は

22．　6665 （df＝8）で 1％水準で 有意で あ っ た。「両親非

肥満」 に対する割合 は，「痩せ 気味児」 が 58．3％ で
一

番高 い ，次は 「普通児 1（52．1％），「肥満傾向児］（26．6％〉

の 順で あっ た。「肥満傾向児 」は 「痩せ気味児」 の約 2

分0） 1 しか なか っ た。「片親過体重」あ るい は 「両親過

体重」 の 割合は，3 群ともほ ぼ 1司じ氷準で ，25〜28％

で あ っ た。一
方 ，

「片親肥満」 あるい は 「両親肥満」 の

割合は，「肥 満傾向児」 （45．2％）が
一

番高い ，次 は 「普

通児」 （23．1％），「痩せ 気味児」 （13，9％）の 順 で あ っ

た。「肥満傾向児」 は 「普通児 」 の 約 2 倍，「痩せ 気 味

児」の 約 3倍 で あ っ た。本 研究 にお い て，「肥 満傾 向 児」

が，片親過体重 あ るい は 肥 満 の 割合 は 73，4％ （片親 過

体重 26．6％ ＋ 両親過体重 1．6％ ＋ 片親肥 満 42，2％ ＋ 両

親 肥 満 3％） で あ っ た。

　 　 　 　 　 　 　 表 1　 親 の 肥 満率

肥満 傾 向 普 通

人 数　　％　　 人数　　％

緲

人 数　 ％

両親非肥 満

片親過 体重

両親過体重

片親肥 満

両親肥 満

合 計

17　 26．6

17　 26．6L

　 i．627

　 42．22

　 3．064

　 100．Q

160　 52．1

72　 23．5

　 4　 L．369

　 22．5

　 2　 0．6

307 　 100．0

2158 ．31027

．80

　0．05

　13．90

　 0．Q36iOO

．O

　 日 比 （1967＞
’
に よ る と，肥満小児の 骨成熟 の 進み 方

は標準 よ り も早 い の で ，身長は 高い 傾 向 にあ る。ま た，

そ σ）傾向は 4〜9歳頃 に もっ と も 目立 ち，10歳 以 上 に

なる とあま り 目立たな く なっ て しま う。本研究で も，
「肥満傾向児」 の 身長発育は 平均よ り も進ん で い る傾

向が あっ た。Tanner （1989） は子 どもの 身長 と両親

の 身長との 間に 関連 して い る と指摘 した。成人 に達し

た子 とその 両親との 相関は 約 0．5で あ る。本研究で は，

　「肥満傾向児」 の 身長は 全体 よ り少 し高 か っ た が，両

親 の 身長 は 3群とも同 じぐらい で あっ た。とい う結果

から，将来 「肥満傾向児」 が成人に な る と， 身長は 普

通 の 人 並み に なる と推測 され る 。
r 方，「肥 満傾 向児」

の 両親の 体重 と BMI．は，「普通児」，「繹せ 気味児」 の

両親 の それ よ り有意 に 高か っ た。．幼児の 肥満は親 が 関

係 して い る と 言 え る。

　また，「肥 満傾 向 児 」 の 親め 73．4％が 過体重か 肥 満

で あ っ た。肥 満で あ
「
る 子 どもは ，親 が肥満 で あ る もの

が 多 い。親子 の 間 に体掣の 類似は，遺伝子 や 生活 環 境

の 共有が原因 で ある。1990 年代，
．
肥 満遺伝子 に 関す る

研究がホ ッ ト分野と して 注 目 され て い る。肥満 は 40％

〜80％遺伝が原 因 と され て い るが，そ の 成立 メカ ニ ズ

ム が まだ 究明されて い ない とこ ろがたくさんある。肥

満の 発生に は，摂取カ ロ リ
ー

の 過剰と消費エ ネル ギ
ー

の 不 足 に備 える環境を欠か ない
。 体格の 他 に ， 家庭で

見つ け られ る肥満を 引き起こ す生 活要素の 調べ を必 要

とす る。

X2検定

自由度　　 812

　　 22．6665＊＊

＊＊P〈0，01

　　　　　　　　　　　 考察

　Ro］land−Cachera
，
　M ．E．　Deheeger，　M ．，　Bellisle，　F．

Sempe，　 M ．，　 GuMoud・Bata皿e，　 M ， ＆ Pato蛉，
　 E 、

（1984）は ， 早期 の BMI の リバ ウン ドが， 後の 肥 満 に 関

連す る こ とを指摘した 。 具 体的 に，5．5 歳前 に リバ ウ

ン ドした もの は，7 歳過ぎに リバ ウン ドした もの よ り

も，肥 満度 が 高か っ た。本研究に お い て ，男女児 とも，

5歳 の 時期 に
一

番 高い BMI の 水準 に あ り，5 歳前 に リ

バ ウン ドして い る こ と が認 め られ，将来，肥 満度の 高

い 成人 に な る幼児 の 潜在 が考えられ る n

　 l997 年 に 台北市 にお ける 3−6 歳児の 肥満率は 男女と

も 11．9％ で あっ た。本研獅 よ 女児 15，7％，男児

15．8％ で あ り ，1997年よ り高か っ た。 わずか 5年間で ，

肥 満率 が 4 ％ の 上 昇で，幼児の 肥 満 を軽視す る こ とは

で き な い
。

　　　　　　　　　　 まとめ

　本研究は 台湾の 幼稚園児 を調べ
， 幼児の 肥満実態及

び 親子 体格 の 関連 を説 明 した。そ の 結 果，幼 児 の 肥満

率 は，男 児 が 15．80／・，女 児 が 15．7％ で，い ず れ も高か

っ た の で，幼児 の 肥 満 を軽視 す る こ とは で き な い 。親

子 の 関係 に つ い て ，「肥 満傾 向 児」，「普通児J，「痩せ 気

味児 」

’
に お け る両親 の 身長 は差 が 見られなか っ た。一

方，3群におけ る両親 の 体重、BMI は差が認 め られ た。

また，「肥満傾向児」 の 親は 73．4°

／・が過体重か 肥満 で

あっ た 。 肥 満で ある幼児 は親が 肥満 して い る もの が多

い と言 え る。
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